
気候変動適応に向けたデータ解析と現状把握

背 景

成 果

期待される効果

戦略研究 

気候変動が懸念される中、将来の気候予測とともに、農林業への影響やリ
スク評価と適応策の策定が必要である。

分担試験場（協力試験場）：エネルギー・環境・地質研究所、中央農業試験場、十勝農業試験場、北見農業試験場、畜産試験場、林業試験場（上川農業試験場、林産
試験場）

共同研究機関（協力機関）：千葉大学、北海道大学、森林総合研究所（北海道森林管理局、青森県産業技術センター、北海道水産林務部森林整備課、北海道環境生活
部野生動物対策課）

２ 農業生産への影響評価１ 気候変動データベースの整備 ３ 湿雪による林業への影響評価

※樹冠：樹木の上の枝葉の集まり

LiDARにより着雪した枝のしなり具合を可視化ばれいしょ生育期間の高温は
でん粉価を下げる

2070年代8月の最高気温分布の予測例

y = -0.1933x2 + 7.1744x - 65.692

R² = 0.673
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茎葉繁茂期（8月）の平均気温(℃)

３Ｄデータにより、
枝のしなりを観測

装置の設置
(美唄）

送
風

カバー（ポリカーボネート）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続

100V 電源へ樹冠着雪量計測装置

ポケット
WiFi

ミニ
PC

ブロワー 電源

ボックス内

LiDAR

農林業に対する気候変動の影響予測とリスク評価が可能となり、適応するための技術開発につなが
る。

Climate Change Adaptation

気候変動 ✕ 適応
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問い合わせ先：法人本部 研究推進部 電話：011-747-2812


